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ONESOURCE™ アーカイブ設定 

ONESOURCE™ の [アーカイブ設定] 画面は、以下の操作ができるクロスプラットフォーム機能です。 

• 既存のデータベースからアーカイブの場所にデータをアーカイブする 

• 過去にアーカイブしたデータを取得する 

• データアーカイブ依頼を管理する 

既存のデータベースからデータをアーカイブすることで、システムが処理するデータ量が減るため、日々

の処理速度を大幅に向上させることができます。 

メモ: この機能は現在、Amazon Web Services（AWS）プラットフォーム上に実装された Denied Party 

Screening（DPS）、Global Classification、および Free Trade Agreement （FTA）のユーザーのみが利用

できます。他の製品も近日中にこの画面に追加される予定です。利用可能になり次第、お知らせいたしま

す。  

管理者権限を持つユーザーであれば、誰でも [アーカイブ設定] 画面にアクセスできます。  

 

関連記事 

• アーカイブ設定へのアクセス 

• アーカイブ設定の使用 

• スクリーニングレコードのアーカイブ 

• アーカイブデータの取得 

• アーカイブデータ取得依頼の監視 

• アーカイブアクセスへの管理者承認を依頼 

• アーカイブアクセスへの管理者承認を無効化 

• データ復元に追加年数を依頼 

• 現在復元されているデータの有効期限を延長 

  

ONESOURCE™ アーカイブ設定の一般的な機能 

ONESOURCE™ アーカイブ設定では、個人設定に応じて結果をフィルタリングできます。画面のテーブル

ボタンを使用して、結果の表示を変更できます。  

ボタン アクション 
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前/次のページへ移動します：これらのボタンを使って結果のページ

間を移動できます。 

 

ページ番号に基づいて特定のページへ移動します。 

 

このドロップダウンメニューを使って、ページごとに表示される品

目の数を調整できます。 

 

 

アーカイブ設定へのアクセス 
1. 画面右上の自分のユーザー名を選択します。 

2. [ツール] に移動します。 

3. [アーカイブ設定] を選択します。 

 

 

アーカイブ設定について詳しく知る 

このガイドでは、データ管理の手順を解説しています。  
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さらに、アプリケーション自体に組み込みのヘルプ機能があり、作業手順をガイドします。 

1. アーカイブ設定のメイン画面で [ツアーを開始] を選択します。設定の使用方法に関するクイックガイドが起動

します。 

 

 

GC、DPS、FTA レコードのアーカイブ 
1. [アーカイブ設定] 画面で、[製品を選択] ドロップダウンから設定する製品を選択します。  

2. アーカイブされるまでのレコードの保存年数を選択します。 

 

3. アーカイブされたレコードにアクセスする期間（日数）を選択します。 

 

メモ: この設定に加えた変更は、今後の依頼にのみ適用されます。 
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4. [保存] を選択します。 

 

アーカイブデータの取得 
 

DPS の場合 

利用可能として表示されている日付より前の期間のアーカイブデータにアクセスするには、以下の手順に

従います。 

1. メイン画面で [DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] を選択します。 

2. [DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] 画面の上部にある [アクセスを依頼] オプションを選択しま

す。 

 

3. [アーカイブアクセス依頼] に必要事項を入力します。 

• ドロップダウンから希望の期間を選択します。 

• [依頼の理由*] フィールドに適切な理由を簡潔に記入します。  

メモ: この 2 つのどちらの手順も必須です。 

4. 画面の下部にある [アクセスを依頼] を選択します。 

依頼が承認されると、[DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] 画面への通知と、メールによる通

知が送信されます。これらのレコードは、[DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] の検索結果か

らも確認できます。 

 

Global Classification の場合 
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1. [Global Classification] メニューで [全製品の変更ログ] を選択します。 

2. 画面上部の [古いレコードにアクセスする] オプションを選択します。 

 

3. [アーカイブアクセス依頼] に必要事項を入力します。 

• ドロップダウンから希望の期間を選択します。 

• [依頼の理由*] フィールドに適切な理由を簡潔に記入します。  

• メモ: この 2 つのどちらの手順も必須です。 

4. 画面の下部にある [アクセスを依頼] を選択します。 

依頼が承認されると、[全製品の変更ログ] 画面への通知とメールが送信されます。 

 

FTA の場合 

1. FTA メニューから [FTA 監査ログ] を選択します。 

2. 画面上部の [古いレコードにアクセスする] オプションを選択します。 

 

3.  

4. [アーカイブアクセス依頼] に必要事項を入力します。 

• ドロップダウンから希望の期間を選択します。 

• [依頼の理由*] フィールドに適切な理由を簡潔に記入します。  

メモ: この 2 つのどちらの手順も必須です。 

5. [アクセスを依頼] を選択します。 

依頼が承認されると、[FTA 監査ログ] 画面への通知とメールが送信されます。 
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アーカイブアクセスへの管理者承認を依頼 

1. アーカイブ設定のメイン画面で、[アーカイブアクセス依頼] タブに移動します。 

2. 画面の右上で [管理者の承認が必要です]  を有効にします。 

[管理者の承認が必要です] 切り替えボタンをオンにすると、ポップアップ画面が開いて次のメッセージが

表示されます。「続行すると、アーカイブアクセスのすべての依頼に対して、レコードを取得するための

管理者の承認が必要になります。」 

メモ: このプロセスは企業のポリシーによって異なる場合があります。 

 

アーカイブアクセスへの管理者承認を無効化 

1. アーカイブ設定のメイン画面で、[アーカイブアクセス依頼] タブに移動します。 

2. 画面の右上で [管理者の承認が必要です] を無効にします。 

[管理者の承認が必要です]  切り替えボタンをオフにすると、ポップアップ画面が開いて次のメッ

セージが表示されます。「続行すると、アーカイブアクセスのすべての依頼に対して、管理者の承認は不

要になります。承認は自動的に行われます。」 

メモ: このプロセスは企業のポリシーによって異なる場合があります。 

 

アーカイブデータ取得依頼の監視 
[アーカイブ設定] > [アーカイブアクセス依頼] タブで、アーカイブデータ取得依頼に関する詳細情報を確

認できます。

 

フィールド 情報 
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製品名 アーカイブ元の製品の具体的な名称。  

依頼タイプ 依頼されたアクセスのタイプを示します（たとえばアーカイブアクセス）。 

ステータス アクセス依頼のステータスを示します。以下のような値が表示されます。 

• アクセス許可: [DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] （DPS）、[全製品の変更ロ

グ] （GC）、またはｆ [FTA 監査ログ] （FTA）画面から各レコードにアクセスできます。 

• アクセス拒否: このステータスは、管理者が依頼を承認しなかったことを示します。 

• レコードを復元中: このステータスはアクセスが許可されたことを示し、システムは現在レ

コードを復元中です。 

• エラー: このステータスはサーバーの問題を示します。このステータスが表示された場合

は、プロセスを再試行してください。問題が解決しない場合は、当社のサポートチームにお

問い合わせください。 

レビュー担当者 依頼をレビューした管理者の名前または識別子。 

決定日 依頼がレビューされて検証された日。 

拒否の理由 アクセスを許可しない場合に管理者が任意で記入できる、拒否の理由を説明するオプショ

ンのメッセージ。 

依頼者 アクセス依頼を開始した人の名前または識別子。 

依頼日 アクセス依頼が最初に発行された日。 

アクセス有効期限 アーカイブへのアクセスが許可される最長期限。 

記録開始年 アーカイブのレコードが開始される最初の年。 

依頼の理由 オプションの項目で、アクセス依頼の追加のコンテキストまたは正当な理由を提供するこ

とができる。 

ヒント: 結果を表示するには、画面の下部にあるテーブルボタンを使用します。詳細については、テーブ

ルボタンの使い方の記事を参照してください。 

レコードは以下のように表示されます。 
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ヒント: 以下のようにフィルターを使用して表示データをフィルタリングし、列を管理できます。 

 

 

データ復元に追加年数を依頼 
場合によっては、すでに依頼した年数を超えて、アプリケーションに復元する年数を追加する必要があり

ます。  

 

DPS の場合 

1. [DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] 画面に移動し、画面の上部で [古いレコードにアクセスする] 

を選択します。 
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2. [アーカイブアクセス依頼] に必要事項を入力します。 

• ドロップダウンから希望の期間を選択します。 

• [依頼の理由*] フィールドに適切な理由を簡潔に記入します。  

メモ: この 2 つのどちらの手順も必須です。 

3. [アクセスを依頼] を選択します。 

依頼の送信後、依頼が承認されると [DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] 画面への通知と、メ

ールによる通知が送信されます。[DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] の検索結果で追加のレ

コードにアクセスできるようになります。 

 

Global Classification の場合 

1. [全製品の変更ログ] 画面に移動し、画面の上部で [古いレコードにアクセスする] を選択します。

 

2. [アーカイブアクセス依頼] に必要事項を入力します。 

• ドロップダウンから希望の期間を選択します。 

• [依頼の理由*] フィールドに適切な理由を簡潔に記入します。  

メモ: この 2 つのどちらの手順も必須です。 

3. [アクセスを依頼] を選択します。 

依頼の送信後、依頼が承認されると [全製品の変更ログ] 画面への通知と、メールによる通知が送信されま

す。 

 

FTA の場合 
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1. 

[FTA 監査ログ] 画面に移動し、画面の上部で [古いレコードにアクセスする] を選択します。 

2. [アーカイブアクセス依頼] に必要事項を入力します。 

• ドロップダウンから希望の期間を選択します。 

• [依頼の理由*] フィールドに適切な理由を簡潔に記入します。  

メモ: この 2 つのどちらの手順も必須です。 

3. [アクセスを依頼] を選択します。 

依頼の送信後、依頼が承認されると [FTA 監査ログ] 画面への通知と、メールによる通知が送信されます。 

 

 

現在復元されているデータの有効期限を延長 
 

DPS の場合 

1. [DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] 画面で、画面に表示された延長通知内の [アクセスを延長] を

選択します。 

 

2. [有効期限の延長を依頼] に必要事項を記入します。 

• 延長の理由を入力します。 

3. [延長を依頼] を選択します。 

依頼の送信後、依頼が承認されると [DPS（取引禁止対象者のスクリーニング）管理] 画面への通知と、メ

ールによる通知が送信されます。それを受けて、画面に表示されている復元データの有効期限が更新され

ます。 

 

Global Classification の場合 
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1. [全製品の変更ログ] 画面で、画面上の延長通知で [アクセスを延長] を選択します。 

2. [有効期限の延長を依頼] に必要事項を記入します。 

• 延長の理由を入力します。 

3. [延長を依頼] を選択します。 

依頼の送信後、依頼が承認されると [全製品の変更ログ] 画面への通知と、メールによる通知が送信されま

す。それを受けて、画面に表示されている復元データの有効期限が更新されます。 

 

FTA の場合 

1. [FTA 監査ログ] 画面で、画面上の延長通知で [アクセスを延長] を選択します。 

2. [有効期限の延長を依頼] に必要事項を記入します。 

• 延長の理由を入力します。 

3. [延長を依頼] を選択します。 

依頼の送信後、依頼が承認されると [FTA 監査ログ] 画面への通知と、メールによる通知が送信されます。

それを受けて、画面に表示されている復元データの有効期限が更新されます。  

 


